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 ２０２３年１月実績概要（メモ）  

（２０２３．２．２４） 
 
エチレン、誘導品とも生産調整局面の中、対前月では増産品目が見られるも、前年に対しては多くで減産
が継続中。 
 
１．生 産 動 向  

イ）エチレン ４８２，６００トン  
 前 月  比    ＋ ０．２％（＋   ９００トン） 
 前年同月比    ▲ ４．８％（▲２４，４００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月８１．４％ → 当月８１.５％ ← 前年同月９４．１％ 
定修プラント：前月 なし → 当月 なし  ← 前年同月 １社１プラント 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比は、稼働率要因から LDPE、HDPE、PP、PS、ベンゼンなどの１０品目がプラス。MMA モ
ノマー、EO、EG、SBR、BR などの７品目はマイナスとなった。 
前年比は、稼働率要因を主因に PS、SM、塩ビ樹脂、MMA モノマー、EO、EG、SBR、BR、ベン
ゼン、トルエンなどの１６品目がマイナス。アセトアルデヒドのみはプラスとなった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LDPE、HDPE、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比は、主として稼働率要因から LDPE、HDPE、PP、PS ともにプラスとなった。 
前年比は、前年は、定修入りがあった LDPE、PP をはじめ、HDPE、PS でも近年では低めの生産

水準にあった。当年はこれを更に下回り LDPE、PP は微減に留まるも、HDPE、PS はマイナスとな

った。 
ロ）国内出荷 

電力料金の上昇や食料品類での値上げが続く中、家計消費支出で減少が見られるとともに、国内の生

産活動自体も前年末から一進一退を続けており、生産のマインドとしても弱気の面が優成となって

いる。 
樹脂の出荷は、前月比は、年末年始のユーザー側の休日数の差もあり、LDPE、HDPE、PP、PS と

もにマイナスとなった。 
前年比は、４樹脂でマイナスとなり、LDPE、HDPE、PP のほか、PS でも当該月の出荷量としては、

近年では低レベルの出荷となった。 
分野別の出荷動向でみても、個人消費関連の包材のほか、産業分野向けとも出荷量は減少しており、

LDPE はフィルム分野や加工紙、HDPE は中空成形分野やフィルム分野、PP は射出成形分野や繊維

分野等の出荷が減少した。また、PS は包装関連用途の減少が大きかった。 
ハ）輸    出 

前月比は、アジア域内では、中国の旧正月休暇明け後の需要期待があったが、依然として引き合いに

強さは見られていない。前月比は、PS が前月に輸出が減少したこともあり、当月はプラスとなった

が、LDPE、HDPE、PP はマイナス。前年比では４樹脂ともにマイナスとなった。 
ニ）在    庫 

在庫量は、前月に対して LDPE、HDPE、PP、PS ともに増加した。在庫率(季節調整済）は、LDPE、

HDPE で上昇、PS は前月並み、PP は低下した。在庫水準としては、LDPE、HDPE は依然高め、

PP、PS は適正に向かいつつある。 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 － －  
 定修要因等 － ＋  ９．９  ％  
 能力増減 － －  
 稼働率変動   ＋  ０．２ ％ ▲ １４．７  ％  
 生産増減率   ＋  ０．２  ％ ▲  ４．８  ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
１２月末 １月末 

LDPE ＋２９，２００ ３．７ ４．２ 
HDPE ＋１６，９００ ４．２ ４．４ 
P   P ＋３７，１００ ３．５ ３．４ 
P   S  ＋ ３，８００ ２．２ ２．２ 


